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目的： 

妊婦が日常生活または仕事上で揮発性有機化合物を扱う機会が多い場合の、生まれた子どもの 1 歳時の精神運動発達に与え

る影響を明らかにすることを目的とする。 

 

方法： 
エコチル調査に参加した約 72,000 組の母子のデータについて、妊娠期質問紙の妊婦の日常生活または仕事で揮発性有機化合

物を扱う機会の有無や頻度をばく露要因、生まれた子どもの 1 歳時の質問紙の J-ASQ-3（＊）の結果を精神運動発達の指標と

して評価しその関係をロジスティック回帰分析を用いて解析を行った。 

（＊）米国で開発された乳幼児の発達評価ツール ASQ 第３版の日本語版で保護者が記入する方法 

 

結果： 

仕事でホルマリン・ホルムアルデヒドを扱う機会が週に 1 回以上あった妊婦から生まれた子どもは、扱う機会がほとんどなかった

妊婦から生まれた子どもに比べて 1 歳時の「問題解決領域」（手順を考えて行動するなど）でオッズ比 1.76（95%信頼区間 0.99-

3.12)、「個人-社会領域」（他人とのやり取りに関する行動など）でオッズ比 3.32 (95%信頼区間 1.46-7.55)で、発達の遅れが起こり

やすくなる傾向が見られた。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本調査では妊婦が仕事でホルマリン・ホルムアルデヒドを扱う機会が多い場合、生まれた子どもの 1 歳時の精神運動発達に遅れ

が生じる可能性が示唆された。ただし、妊婦に対する質問票の解析のため、実際に妊婦がどれくらいの濃度の化学物質にさらさ

れたのかは本研究においては明らかになっていない。また、生まれた子どもの 1歳時点の発達の傾向のみならず、その後の子ど

もの発達にどのような影響を与えるか調査を続けていく必要がある。 

今後の調査で、子どもの発達や健康に影響を与える化学物質等の環境要因がさらに明らかになることが期待される。 

 

結論： 

妊婦の職業上のホルマリン・ホルムアルデヒドばく露が、生まれてきた子どもの 1 歳時の精神運動発達に影響を与える可能性が

示唆された。子どもの健康影響を及ぼす濃度や１歳時以降の影響は明らかではないため、さらなる研究、調査が必要である。 

 


